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アメリカ（DHSS,1994）40歳以上 60.9％
オランダ（国家政策,1990）50-69歳 77.5％
イギリス  （NHS,1988） 75％程度
スウェ−デン（国家政策） 80％程度
ノルウェ−（国家政策） 79.5％
欧米のマンモグラフィ検診受診率 70 〜 80％
日　本 24％前後

罹
患
率
、
死
亡
率
が
上
昇

　

現
在
、
乳
が
ん
は
女
性
が
か

か
り
や
す
い
悪
性
腫
瘍
の
ト
ッ

プ
を
占
め
、
罹
患
率
、
死
亡
率

と
も
に
上
昇
し
て
い
る
。
年
齢

別
で
は
、
45
歳
か
ら
50
歳
が
罹

患
の
ピ
ー
ク
期
に
あ
た
り
、
若

い
世
代
も
か
か
り
や
す
い
点
が

特
徴
。
が
ん
は
高
齢
者
に
多
い

病
気
と
い
う
認
識
が
、「
私
は

大
丈
夫
」
と
い
う
安
心
感
を
生

ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
検
診

受
診
率
が
上
が
ら
な
い
の
が
現

状
だ
。

　
「
生
涯
で
乳

が
ん
に
か
か
る

日
本
女
性
の
数

は
、
現
在
12
人

に
1
人
で
、
昨

年
1
年
間
だ
け

を
見
て
も
急
激

に
上
昇
し
て
い

ま
す
。
そ
の
背

景
に
は
、
食
生

活
と
生
活
様
式

の
変
化
が
深
く

関
連
し
て
い
ま

す
」
と
土
井
先
生
。

　

乳
が
ん
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

が
長
時
間
作
用
す
る
と
発
症
リ

ス
ク
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
、
初

潮
年
齢
が
早
い
ほ
ど
発
症
の
危

険
性
は
高
い
。
そ
の
た
め
、
早

い
成
長
、
早
い
初
潮
を
も
た
ら

す
高
カ
ロ
リ
ー
で
脂
肪
の
多
い

食
事
を
子
ど
も
の
頃
か
ら
摂
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
乳
が

ん
の
増
加
と
切
り
離
せ
な
い
。

ま
た
、
閉
経
後
の
肥
満
、
遅
い

初
産
、
出
産
回
数
の
減
少
な
ど

も
乳
が
ん
リ
ス
ク
を
高
め
て
い

る
。

今月の主なニュース

２面３面４面

　

県
や
県
内
市
町
村
の
が
ん
検
診
担
当
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
「
第
39
回
予
防
医
学
実
務
研
修
会
」

（
主
催
・
神
奈
川
県
予
防
医
学
協
会
、
共
催
・
神
奈
川
県
都
市
衛
生
行
政
協
議
会
、
神
奈
川
県
町
村

保
健
衛
生
連
絡
協
議
会
）
が
、
８
月
21
日
、
神
奈
川
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
会
議
室
（
横
浜
市
中

区
）
で
開
か
れ
た
。
女
性
の
が
ん
罹
患
率
1
位
で
、
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
乳
が
ん
を
テ
ー
マ
に
、

湘
南
記
念
病
院
か
ま
く
ら
乳
が
ん
セ
ン
タ
ー
長
の
土
井
卓
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
乳
が
ん
検
診
や

超
音
波
検
査
導
入
の
動
向
な
ど
今
後
の
動
き
と
と
も
に
、
受
診
率
向
上
へ
向
け
た
課
題
と
展
望
に
つ

い
て
議
論
を
行
っ
た
。
座
長
は
当
協
会
顧
問
・
鈴
木
忠
義
。

　

乳
が
ん
リ
ス
ク
を
減
ら
す
に

は
、
閉
経
後
の
肥
満
防
止
や
適

度
な
運
動
、
規
則
正
し
い
生
活

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
何
よ
り

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
を
受
け
、

早
期
発
見
す
る
こ
と
が
大
切
。

　
「
欧
米
で
は
80
％
の
人
が
検

診
を
受
け
て
お
り
、
早
期
発
見

と
正
し
い
薬
物
療
法
の
両
輪
が

揃
っ
た
こ
と
で
乳
が
ん
に
よ
る

死
亡
率
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
薬
物
療
法
の
発
展
は

目
覚
ま
し
い
の
で
、
も
う
片
輪

の
早
期
発
見
へ
の
取
り
組
み

が
今
後
も
必
要
で
す
」。

検
診
精
度
の
向
上
に
尽
力

　

日
本
の
乳
が
ん
検
診
は
、
２

０
０
０
年
に
50
歳
以
上
に
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
が
導
入
さ
れ
、
現

在
は
40
歳
以
上
が
対
象
に
引
き

下
げ
ら
れ
て
い
る
。
視
触
診
か

ら
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳
房
Ｘ

線
撮
影
）に
変
わ
っ
た
理
由
は
、

視
触
診
単
独
で
は
死
亡
率
を
減

ら
す
効
果
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
で
、
死
亡
率
低
下
に
相

応
の
根
拠
が
あ
る
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
の
導
入
に
至
っ
た
。

　
「
視
触
診
に
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
を
プ
ラ
ス
す
る
と
い
う
概

念
で
は
な
く
、
検
診
の
主
体
は

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
す
。
視
触

診
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
は

写
り
に
く
い
ブ
ラ
イ
ン
ド
エ
リ

ア
の
補
完
と
し
て
併
用
し
て
い

ま
す
」。

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
を
実

施
す
る
医
療
機
関
に
は
厳
し
い

基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
乳
房
X
線
撮
影
装
置

が
、
日
本
医
学
放
射
線
学
会
の

定
め
る
仕
様
基
準
に
達
し
、
３

ミ
リ
グ
レ
イ
以
下
の
線
量
と
画

像
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
ま
た
読
影・撮
影
は
、

講
習
会
を
受
講
し
修
了
試
験

で
、
A
・
B
ラ
ン
ク
の
医
師
、

診
療
放
射
線
技
師
が
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
A
・
B

ラ
ン
ク
認
定
は
、
感
度
、
特
異

度
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
感
度
（
＊
）

乳
が
ん
検
診
を
め
ぐ
っ
て

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
エ
コ
ー
の

併
用
検
診
は
、総
合
判
定
で

第
39
回
予
防
医
学
実
務
研
修
会

が
正
し
く
担
保
さ
れ
て
い
る

証
。
２
０
１
４
年
12
月
31
日
時

点
で
１
万
３
、
６
８
９
人
が
該

当
す
る
。

　

ま
た
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
見

つ
か
る
の
は
、
小
さ
い
が
ん
や

淡
い
が
ん
、
そ
し
て
乳
が
ん
と

紛
ら
わ
し
い
良
性
病
変
な
ど
が

多
い
た
め
、
見
逃
し
が
な
く
正

し
い
二
次
検
査
が
で
き
る
診
断

力
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

精
密
検
査
実
施
機
関
基
準
を
設

け
、
精
密
検
査
の
精
度
を
上
げ

る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

超
音
波
検
診
の
有
効
性
を
検
証

　

現
在
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
、「
乳
房
超
音
波
検
査
は
対

策
型
検
診
に
導
入
さ
れ
る
か
」

と
い
う
話
題
。
乳
腺
の
状
態
は

年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
、
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
は
乳
腺
も
乳
が
ん

も
白
く
映
る
た
め
、
乳
腺
が
発

達
し
て
い
る
若
い
世
代
の
異
常

を
見
付
け
に
く
い
。
そ
れ
に
対

し
て
超
音
波
（
エ
コ
ー
）
検
査

は
、
乳
腺
は
白
く
、
乳
が
ん
は

黒
く
映
る
の
で
発
見
し
や
す
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
検
診
に

お
け
る
有
効
性
の
検
証
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
「
年
齢
に
加
え
、
授
乳
経
験

や
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
の
有
無

な
ど
に
応
じ
て
、
検
診
方
法
を

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

土
井
先
生
。

　

２
０
０
６
年
か
ら
7
年
に
わ

た
り
行
わ
れ
た
、「
乳
が
ん
検

診
に
お
け
る
超
音
波
検
査
の
有

効
性
を
検
証
す
る
比
較
試
験

（
J
︱
S
T
A
R
T
）」で
は
、

約
7
万
人
の
40
歳
女
性
を
対
象

に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
超
音
波

を
併
用
し
た
時
の
死
亡
率
減
少

効
果
を
検
証
。
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
診
の
み
の
場
合
と
比
較

す
る
と
、
超
音
波
併
用
の
方
が

乳
が
ん
発
見
率
は
高
い
こ
と
が

判
明
し
た
。

　

ま
た
「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
＋

視
触
診
」
の
場
合
と
比
較
す
る

と
、
超
音
波
併
用
群
で
は
視
触

診
で
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
乳
が

ん
も
発
見
で
き
、
そ
の
有
効
性

が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
「
超
音
波
併
用
の
場
合
、
0

期
の
非
浸
潤
が
ん
が
多
く
見
つ

か
る
と
予
想
し
て
い
ま
し
た

が
、
実
際
は
Ⅰ
期
の
浸
潤
が
ん

の
発
見
が
目
立
ち
ま
し
た
。
0

期
の
が
ん
は
石
灰
化
な
の
で
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
方
が
見
つ
け

や
す
く
、
浸
潤
が
ん
の
小
さ
な

腫
瘤
が
見
つ
か
る
の
が
超
音
波

の
特
徴
と
い
え
ま
す
」。

　

２
０
１
５
年
2
月
に
は
厚
労

省
で
「
が
ん
検
診
に
関
す
る
検

討
会
」が
開
催
さ
れ
、現
状
説
明

が
行
わ
れ
た
。
ま
だ
導
入
に
至

ら
な
い
も
の
の
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
と
超
音
波
の
併
用
は
、
任

意
型
検
診
を
中
心
に
広
ま
る
傾

向
に
あ
る
の
で
、
超
音
波
の
精

度
管
理
は
必
須
と
な
っ
て
く
る
。

　

ま
た
「
マ
ン
モ
と
エ
コ
ー
そ

れ
ぞ
れ
の
所
見
を
個
別
に
判
定

す
る
の
で
は
な
く
、
両
者
を
あ

わ
せ
て
総
合
判
定
し
、
診
断
す

る
ほ
う
が
感
度
上
昇
と
要
精
検

率
の
低
下
に
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
超
音

波
の
技
師
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

の
読
影
を
勉
強
し
て
も
ら
う
必

要
性
や
総
合
判
定
医
の
存
在
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
そ
う
で

す
」
と
土
井
先
生
は
話
す
。

　

乳
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
を
減

ら
す
に
は
、
検
診
に
よ
る
早
期

発
見
に
加
え
、
検
診
の
精
度
を

高
め
る
こ
と
も
重
要
と
い
え
る
。

湘南記念病院　かまくら乳がんセンター
センター長 土井　卓子　先生

＊
感
度
と
は
、
精
査
の
必
要
の

あ
る
症
例
を
要
精
査
と
判
定
で

き
た
率
を
い
い
、
感
度
が
低
い

こ
と
は
す
な
わ
ち
異
常
を
見
逃

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
特
異

度
は
、
精
査
の
必
要
の
な
い
症

例
を
精
査
不
要
と
判
定
で
き
た

率
で
、
特
異
度
が
低
い
と
異
常

な
し
を
多
く
拾
い
上
げ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
カ
テ
ゴ

リ
ー
感
度
は
、
教
育
・
研
修
委

員
会
に
属
す
る
多
数
の
委
員
の

意
見
が
一
致
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
正
し
く
答
え
た
率
に
な
る
。
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死
亡
者
数

乳がん死亡者数と粗死亡率の推移 資料：人口動態統計　国立がんセンターがん情報サービス

粗
死
亡
率

死亡者数
粗死亡率

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
診
受
診
率

欧
米
と
の
比
較

予
防
医
学
実
務
研
修
会　
「
受
診
率
を
上
げ
る
に
は
？
」

「
ネ
ッ
ト
社
会
の
若
者
た
ち
」
筑
波
大
学
准
教
授 

笹
原 

信
一朗

神
奈
川
学
校
保
健
研
究
会
夏
期
講
習
会

養
護
教
諭
に
必
要
な
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト　

�

岡
山
大
学
教
授 

三
村
由
香
里

発
達
障
害
者
の
支
援�

あ
お
ぞ
ら
共
生
会
副
理
事
長 

明
石 

洋
子

協
会
創
立
60
周
年
記
念「
感
謝
の
会
」お
知
ら
せ

日
本
人
の
寿
命　

女
性
86
・
83
歳　

男
性
80
・
50
歳


